
地方産業界と地方国立大学を覚醒させ、日本経済の推進力へ ー三重大学が考える定員拡大による新たな挑戦ー

内向き志向が自らの潜在力を封印している

 地域産業には成長する潜在力があるが、実行力が脆弱
である。

 地方大学には地域産業の潜在力を引き出す能力（地域
産業を熟知、中長期的な連携、幅広い研究力、人材育
成機能など）が整っている。

地方国立大学には地域産業を覚醒させる力がある
地域の産業界と連携した教育を行う地域イノベーション学研究科を2009年度に新設
し、地域企業の経営者に学ぶ場を提供した。

１）大学院で学び覚醒した経営者の破壊力はすごい！

２）企業の社長と身近に接することで、地域産業界に卒業生が就職する流れができた

（例） ㈱浅井農園浅井雄一郎社長
（2010年4月入学）

高収益型トマト栽培農業を実現

㈲ゑびや小田島春樹社長
（2016年4月入学）

来客予測AIで店舗の利益が15倍

三重大学で行った社会実験

地方国立大学が覚醒し、地方から日本を変えるために
施策②

地方国立大学をが連携して戦略を考え、必要な人材を相互
派遣することで各大学の地域産業を牽引する力を強化する。

施策①

定員拡大（100-400名）によって「地域産業との共学の場」を設置することでその大学
にしかできない人材創りを実現し、既存の学部・研究科と切磋琢磨させることで、地
方国立大学が持つ潜在力を余すことなく発揮させる。

三重大学にしかできない人材創りを実現

自前主義を脱却し、地域産業を本気で牽引する
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地方国立大学が覚醒することへの障壁

１）構成員によるステークホルダーの誤認
●教職員の意識 ⇒ 学会・教授会・文科省

◎実社会の期待 ⇒ 学生・地域社会・国民

２）働きを客観評価する意識と習慣がない

⇒自己評価主義の慣習（暗黙の常識）の打破

健全なライバルを置き、切磋琢磨させる

【三重大学が進めたい新たな仕組み】

一方で

共学の場の特徴

独自の人事・給与制度を置く
（クロアポ制教員の給与２倍など）

国や自治体からの支援のみなら
ず、学費と企業からの資金での
運営

学生定員：100 ー 400名／年
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（参考資料）地域イノベーションについて

私が考える地域イノベーションの姿（基本的概念）と意義

高度成長期以降の日本の地方で起こっていたこと

創造的破壊による新結合を地域内に生み出すことで新たな価値を創造し、時代に適した社会システムを創造する「地域イノベーション」を誘発する

閉塞状態を打破する手段の一つとして、創造的破壊による新結合を生みだすことで、時代に適応した社会システムを創造する社会イノベーションとも言
える手法が有効であると私は考える。私は、このような社会イノベーションは、日本社会では深刻な衰退が生じている地方から先行して生じると予測し
ており、このような地方から発生する社会イノベーションを「地域イノベーション」と位置づけ、具現化を三重県の地において試みている。

地域イノベーションの事例 辻製油㈱の取り組み
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（参考資料）地域イノベーションが持つ破壊力 うれし野アグリの事例

地域イノベーションの事例 うれし野アグリ㈱の取り組み

2011年ごろ

2人の出会いから2年後

現
在

2013年に辻製油・浅井農園・三井物産の3社が株主となってうれし野アグリ株式会社が設立された。うれし野アグリでは、辻製油から排出される植物油
脂製造に使用された蒸気由来の90℃の熱水を隣接するトマト栽培ハウスに送り、冬の暖房エネルギーとして利用することを実現した。約90名の雇用創
出と障がい者が活躍できる場を構築し、国内最高レベルの高収益型農業（反収1,500万円＝稲作農業の100倍以上）を実現した。

うれし野アグリ創業の経緯

うれし野アグリ創業（2013年）
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（参考資料）地域イノベーションを引き起こす人材育成と私たちが目指すイノベーションの姿

地域の社長たちと行ってきた取り組み（西村ゼミ）

私たちが目指すイノベーションの姿

イノベーションにはGAFAなどのグローバル展開する大きなイノベーション（大文字の
INNOVATION）と、それらとは一線を画すが、地域内での新たな結合で生み出される小さなイノ
ベーション（小文字のinnovation）も存在する。私たちは小文字のinnovationの破壊力も実感してお
り、その連鎖によって社会を大きく変革できると確信している。

『シュンペーターが提示した新結合が出現する姿』
＊シュンペーター–孤高の経済学者- 伊東光晴・根井雅弘著 岩波新書を参照

シュンペーターによれば、新結合は群生して現れるという。なぜなら、「一人あるい
は数人の企業者の出現が他の企業者の出現を、またこれがさらにそれ以上のますます
多数の企業者の出現を容易にするという形で作用する」からである。

私たちが目指すイノベーション

×

〇

小文字のinnovationの集積
で社会を大きく変革する
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